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2022年６月発行・このニュースに関するお問い合わせは、☎03－6451－0536  ホーピスト（株）まで　

　一般財団法人 三谷市民文化振興財団
〒910－8571  福井県福井市豊島１－３－１  三谷ビル
TEL：0776‒20‒3188 　 FAX：0776‒20‒3306

福井の郷土料理

27 郷土工芸品「うるしだるま」
底が平らで決して転ばぬため、合格だるまとして受験生に人気がある。

賀茂神社　睦月神事　2月第3日曜日（4年に一度）

ふくいの無形文化財

第14回  福井市

左内公園 ■住所：福井市左内町7-20

名月の
　見所問ん
　　旅寝せん 　松尾芭蕉

  …九頭竜川伝説…

伝説

九頭竜湖
■北陸自動車道福井ICから車で90分。
　東海北陸自動車道白鳥JCTから車で10分

伝説

句 碑句牌

福井市大森町の賀茂神社の氏

子が、その年の五穀豊穣、天下泰

平を予祝して演じる田遊びの一

種で、700～800年の伝統を持つ

と言われ、国の重要無形民俗文化

財に指定されている。神社参拝

後、みこしを中心に行列を整えた

氏子たちは祭場まで練り歩き、明

神参り、油おし等の行事を行った

後、米俵4俵の上に戸板を載せた舞台で、色鮮やかな装束の幼少年が古式

豊かな舞いを披露する。（福井市）

九頭竜川の名の由来には諸説がある。
1100 年ほど前、平泉寺の白山権現が姿を
現し尊像を川に浮かべると、九つの頭を
持った竜が現れ、尊像を頂くようにして
川を流れ下り黒竜大明神の対岸に泳ぎ着
いた。以来、この川を「九頭竜川｣と呼ぶ
ようになったという説の他、天地創造の
頃にいた神が、国土を譲るために国の四

隅、東は常奥の鹿島、西は安芸の厳島、南は紀伊の熊野、そして北は越前の崩山の
黒竜大明神に四神を置き、この黒竜大明神の祭神が黒竜王であったため、その前を
流れる川が黒竜川（くずりゅうがわ）と呼ばれるようになったという説もある。ま
た古くから氾濫を繰り返すため崩れ川とも呼ばれており、それがいつしか九頭竜川
になったという説もある。

「世に知られた名月の名所を教えてほしい。一緒
に月を楽しみ旅寝しようではないか」。福井の俳
人洞哉を訪れた際、芭蕉は洞哉と連れ立って、
名月を見るために敦賀へ向けて旅に出たという。

九頭竜湖に行く

句碑に会いに行く

ふるさとめぐり

ぼっかけ
根菜や糸こんにゃくなどの具だくさんの熱い

汁を、炊き立てのごはんにかけて食べる郷土料
理で、県内では100年以上前から食べられて
いる。汁をごはんにぶっかけ（ぼっかけ）るの
が名前の由来と言われ、具材や食べ方、味付け
は地域によってさまざまである。勝山市のよう
に、ごはんに赤いかまぼこや三つ葉の入った出
汁をかけ、わさびや海苔を添えるお茶漬けのよ
うな食べ方もあり、おなじ「ぼっかけ」には見
えないほど違いがある。

ほうばめし
昔、集落の田植えが終わるとそのお祝いと
してふるまわれた「ほうばめし」。朴葉で熱
いごはんと甘いきな粉を包み、重しをかけて
つくる。朴葉を使うことにより、ご飯に香り
がよく馴染み、持ち運びができて保存もしや
すい。そのため、お祝いの席だけでなく、田
植えとの合間のエネルギー補給としても食べ
られた。また、きな粉は稲穂が実る稲花粉に
似ていることから、豊作祈願として使われた
とも言われている。

赤かぶらの酢漬け 
800年以上前より福井市美山地域で盛んに

つくられている伝統野菜「河内赤かぶら」。
平安時代、戦に敗れた平家の落人がこの村に
住み着き、平家の象徴である赤色のかぶらを
後世に残したいとの思いで、赤かぶらの種と
栽培技術を村人に伝承したとの伝説が残って
いる。「赤かぶらの酢漬け」は、酢と皮の色
が反応して中まで真っ赤に染まり見た目が綺
麗で、味や食感がよくなり保存もできる、赤
かぶらの代表的な郷土料理である。

せいげ
冬の味覚である越前ガニの中で、「せいこ
がに」と呼ばれる雌のズワイガニを使った郷
土料理。南越前町河野地区で昔から食べられ
ており、各家庭それぞれのレシピがある。か
つては出荷されずに主に地元で食され、冬に
は毎日食卓にのぼる庶民の味であった。「せ
いげ」はせいこがにの足などと大根おろしを
味噌で煮て、ごはんにかけたり、酒の肴にし
たりするアレンジ料理で、甲羅から出汁がよ
く出て美味である。

出典:農林水産省Webサイト　https://www.maff.go.jp/
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福井市福井市

三谷市民文化振興財団の助成団体

ブンカのカガミ
　
「
組
子
細
工
は
お
も
し
ろ
い
」
と
朗
ら
か
に
話
す
土

本
さ
ん
は
、
細
か
な
木
片
を
組
み
合
わ
せ
る
組
子
細

工
作
家
だ
。
し
か
も
組
子
の
隙
間
を
埋
め
る
網
代
組

み
を
考
案
し
、
独
自
の
作
品
作
り
を
続
け
て
い
る
。

　

土
本
さ
ん
は
幼
少
時
か
ら
も
の
作
り
が
好
き
で
、

高
校
に
通
い
な
が
ら
障
子
や
襖
な
ど
の
建
具
仕
事
に

従
事
し
た
。
そ
こ
で
組
子
の
美
し
さ
や
細
か
な
作
業

工
程
に
惹
か
れ
た
と
い
う
。
例
え
ば
１
ミ
リ
の
木
片

を
10
分
割
し
組
み
上
げ
て
い
く
緻
密
な
作
業
に
、
お

も
し
ろ
さ
を
見
出
し
た
。
組
子
を
追
求
し
た
く
て
19

歳
で
埼
玉
県
に
あ
る
建
具
工
芸
研
究
所
へ
。

　
「
建
具
は
建
築
物
の
一
部
分
で
す
が
、
組
子
は
持
ち

運
び
も
で
き
る
独
立
し
た
製
品
。〝
綺
麗
〞
で
は
な
く

〝
美
〞
を
表
現
し
た
い
の
で
す
」。

　

25
歳
で
地
元
に
戻
っ
て
創
作
を
始
め
、
福
井
県
内

の
美
術
展
で
何
度
も
入
賞
。
自
信
満
々
で
全
国
の
展

示
会
に
出
品
し
た
が
、
落
選
の
連
続
だ
っ
た
と
か
。

　
「
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
く
も
、
落
ち
込
む
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、ま
だ
ま
だ
進
歩
で
き
る
、

挑
戦
で
き
る
と
意
欲
が
高
ま
り
ま
し
た
ね
」。

　

木
工
芸
や
組
子
細
工
の
匠
に
技
術
を
学
び
つ
つ
、

一
方
で
他
分
野
と
の
交
流
も
重
ね
る
土
本
さ
ん
。
そ

の
理
由
は
、
多
く
の
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
見
方
や
考

え
方
を
学
び
、
創
作
の
ヒ
ン
ト
も
得
ら
れ
る
か
ら
。

越
前
陶
芸
村
に
あ
る
福
井
県
立
陶
芸
館

の
陶
芸
教
室
終
了
生
が
中
心
と
な
っ
て
設

立
さ
れ
た
同
会
は
、
来
年
30
周
年
を
迎
え

る
。13
年
前
に
は
陶
芸
家
の
廃
業
で
壊
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
窖
窯（
左
近
窯
）を
譲
り

受
け
、
福
井
県
生
活
学
習
館（
ユ
ー
ア
イ
・

ふ
く
い
）を
メ
イ
ン
例
会
会
場
に
、
日
展
・

県
美
展
・
市
美
展
の
入
選
・
入
賞
作
家
を

始
め
、「
陶
芸
を
や
っ
て
み
た
い
。世
界
で

た
だ
一
つ
の
花
瓶
、
器
や
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど

を
創
作
し
た
い
」と
い
う
人
々
も
加
わ
り
、

会
員
相
互
で
工
夫
し
な
が
ら
新
し
い
創
作

技
術
と
格
闘
し
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
作

り
続
け
て
い
る
。

ひ
い
ろ
は「
火
の
色
」「
緋
色
」か
ら
命
名

し
た
も
の
で
、
焼
き
物
の
神
秘
さ
を
作
り

出
す
大
元
で
あ
る
「
炎
」「
火
」
を
指
す
。現

在
の
会
員
数
は
約
40
名
。例
会
の
見
学
も

で
き
る
の
で
、
陶
芸
で
ワ
ク
ワ
ク
感
を
味

わ
い
た
い
方
は
是
非
お
問
い
合
せ
を
。

小浜市小浜市

小
浜
市
は
古
く
か
ら
日
本
海
側
の
要
港

で
、
北
前
船
の
行
き
交
う
城
下
町
と
し
て

栄
え
た
。
小
浜
海
洋
少
年
団
は
創
立
60
年

を
経
過
し
た
歴
史
あ
る
団
体
で
、
手
旗
、

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
訓
練
、
カ
ッ
タ
ー
、
カ
ヌ
ー

な
ど
の
海
洋
訓
練
を
基
本
に
、
体
験
航
海

な
ど
海
に
関
す
る
様
々
な
体
験
活
動
を
通

じ
て
、
積
極
性
、
自
発
性
、
集
中
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
団
長
を
は

じ
め
と
し
て
Ｏ
Ｂ
、
元
教
育
者
、
海
上
保

安
官
ら
が
指
導
に
あ
た
り
、
日
々
の
活
動

を
通
じ
て
の
団
員
の
成
長
に
は
保
護
者
か

ら
の
感
謝
が
絶
え
ず
、
兄
弟
姉
妹
で
入
団

し
て
い
る
子
供
た
ち
も
い
る
。

毎
年
3
月
に
は
活
動
の
場
で
あ
る
若
狭

高
校
海
洋
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
海
岸

美
化
運
動
に
参
加
し
、
清
掃
奉
仕
活
動
を

通
し
た
地
域
貢
献
の
他
、
夏
に
は
日
本
水

難
救
済
会
の
青
い
羽
根
募
金
に
協
賛
し
て
、

募
金
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
た
土
本
さ
ん
の
頭
の
中
で
は
常
に
図
面
が
ひ
か
れ
、
展
開
図
か
ら

組
み
立
て
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
。

　
「
頭
の
中
で
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
る
か
ら
後
は
作
業
に
集
中
す
る
だ
け
」
と
、
今
も
様
々

な
美
術
展
や
工
芸
展
に
出
品
し
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
受
賞
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、

次
回
作
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
思
っ
た
通
り
に
で
き
な
い
こ
と
が
辛
い
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
お
も
し
ろ
い
。
お
も

し
ろ
い
か
ら
続
け
ら
れ
る
。
作
品
を
残
す
こ
と
は
、
私
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の

恩
返
し
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
技
の
継
承
も
し
て
い
き
た
い
。
継
承
す
る

方
に
は
、
単
な
る
技
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
私
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
多
く
の
方
か

ら
話
を
聞
き
、
経
験
を
通
し
て
、
生
き
方
が
反
映
さ
れ
る
作
品
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
」。

　

73
歳
の
今
な
お
新
作
を
考
案
し
続
け
る
土
本
さ
ん
。
作
品
を
通
じ
て
、
私
た
ち
が
知

ら
な
い
組
子
細
工
の
美
し
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
。

▲

募集の要領
　●助成の対象分野　・ボランティア活動
　　　　　　　　　　・スポ－ツ活動
　　　　　　　　　　・市民文化活動

　●助成の対象となる団体
　　■営利を目的としない次の条件を満たす団体
　　　１．福井県内で活動している団体
　　　２．会員が５名以上の団体
　　　３．設立１年を経過している団体
 （2021年 10月以前に設立したもの）
　　　４．特定の資格・経歴等の条件を必要としない、
 個人で加入できる民間の団体

　●助成金額　１件あたり約20～50万円（昨年度上限30万円から増額）

　●応募方法　所定の申請書をご郵送またはご持参ください。

　●結果連絡  選考員会による審査で決定し、2022年 12月末まで
に団体代表宛に連絡いたします。

 （採否の理由に関するお問い合わせには応じ兼ねます。）

　●助成金贈呈時期　2023年１月中旬

一般財団法人 三谷市民文化振興財団

助成団体募集!!
　一般財団法人 三谷市民文化振興財団は、福井県内における
ボランティア活動、スポーツ活動、市民文化活動の振興を
通じて「こころ豊かな地域づくり、社会づくり」に貢献する
ことを目的として、2022年度の助成団体の募集を行います。

まずはお問い合わせを！
★ホームページから募集要領を読む
　三谷市民文化振興財団のホームページへアクセス
　　http://www.mitene.or.jp/m-zaidan/promo.html
　　または検索エンジンで↓

★お電話で募集要領を取り寄せる

　☎ 0776－20－3188 （一財）三谷市民文化振興財団

三谷市民文化振興財団 検 索

クリック

上記より詳しい募集要領がございます。
以下にお問い合わせをしてから、ご応募ください。

募集期間：2022年10月１日～11月30日

展示会で説明するためのセンチ・ミリ
単位の組子パターン。

木組みとは思えない滑らかな表面の神代杉象嵌飾箱（左）と
神代杉組紋飾箱（右）。「夢を入れてほしい」と土本さん。

●
ど
も
と･

た
も
つ
／
１
９
４
９
年
高
浜
町
生
ま
れ
。 

人
間
国
宝 

川
北
良
造
氏
、中
川
清
司
氏
に
師
事
。 

23
歳
で
伝
統
工
芸
組
子

一
級
技
能
士
を
取
得
。 

２
０
１
６
年
に
国
指
定「
現
代
の
名
工
」、翌
年

に
は
黄
綬
褒
章
受
章
。 

雅
号
は
内
浦
。

■連絡先　ひいろの会　山口　090-5681-9211

■連絡先　小浜海洋少年団　本村　090-3888-8145


